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1mニ100cmです。 568cm= 500cm + 68cm = 5m + 68cm 団(1)①

ェ 5m68cm

I L = IOdしてす。

2L idL =2L +idL =20dし+idし=2idし

② 
『
U

に
J
T広，
v

7
2
一6
6

一q
u
'斗

×一筆算は右のようになります。

答えのたしかめをすると，

(4) 

(6) Ik守=1000gです。③ 
「わる数×答え+あまリ

= 4kg 1 OOg 

4時間 15分一 l時間40分=3時間i5分一 i時間40分=2時間35分

9 =3kg 1 100 I kg300g + 2kg800g 

1時間=60分です。④ 

1 825 

② 8.2 
-5.6 

2.6 

① 4.6 
十 3.4

8 ¥ '& 

エわられる数」より， 4xi+3=31 

筆算は，右のように小数点をたて

にそろえて書き， 整数と同じよう

(1)①② 

十 480m= I 350m = 1 km350m Ikm=IOOOmです。 8iOm(2) 

(3) 

上のノj、数点にそろえてに計算し，

Idし=IOOmしです。 800mしニ8dしだから，

大きな水そうの水のかさは， 6L2dL -8dL =5L 12dL -8dL 

小さな水そうの水のかさは，

iし=IOOOmし，
答えの小数点をうちます。

①ては 1154のOと峨M

消すのをわすれないようにします。 2LidL+8dL 
=5し4dしになり，

=2し15dL=3L5dしになリました。
分母はそのままで¥分子どうしを計算します。

1=去です。すlますを8二集めた訴です。

In{9二てや9，0.1が2こで0.2です o 9十 0.2=9.2

よって， 2つの水そうの水のかさのちがいは，

図 i
5L4dL -3L5dし=4 L 1 4d L -3 L 5dし=1 L 9d L 

(1) 箱を正面から見ると，

ボー/しの軍基3二分の長さになります。ボールの直径は，

右の図!のように，箱の高さは

60二集めた数です。 0.8は0.1が8二だから， 6.8は0.1を， 60+8= 

6.8は6と0.8を合わせた数てやす。 O.ln{IOこで iだから， 6は0.1を

③④ 

(2)① 

② 

③ 

5 x 2 = 10 (cm)だから，箱の高さは，

IOx3=30(cm) 
」ー>0です。
10 

68(二)集めた数です。

-ーし =0.1だから
10 (3) 

アイの長さ

は， 24-.;-3=8(cm)です。右の図2て¥同じ

訪をつけた遂の長さは等い¥から，ニ等辺三角

三角形アイウは正三角形だかわ，(2) 
hーニ0.6です。
10 

!Lく iです。
10 

，5"， >0.3です。
10 

イ 0.6は0.1(市)を6二集めた数だから

9く_LQょ 1)， 
10"10 

10 ゥ..1=i万だか句

形のウエの長さは， 2 1 -8 -8 = 5 (cm)にな
ェ...1i-=0.5だから， 0.5>0.3より，

10 
四角形アイウエのまわりの長

さは， 8+8+5+8=29(cm)です。

リます。よって，

4、4A-4 

とエです。正しく表しているのよって，



(3) 右の図3て:ァエ= =4cm， 

ウオコウカェ6cmだから，

z 守Ccm)，イウ=5+6= I Ccm)， 

一A4
・一

T
4
 

=4+5 

ェ6+4=10Ccm)になリます。よって，

三角形アイウのまわりの長さは，

ヲ十 I1+ 10=30Ccm) 

(4) 下の函4のように，ウ，

(5)① 右の図5で， を中心とす

る円の半千歪は エて， 13cmてや

す。点 を中心とする円の半i:i

はウヱてで表されるから，

ウエコ 13-5-3=5Ccm)

② 口cmは，点アを中心とする

円の直径(図の力工)から点イを

中心とする円の直径(図

を選ぶとそれぞれ二等辺三角形がで

をひいて求めることができます。

点アを中心とする円の直径は， 13>( 2 = 26 Ccm)， 

円の半径(イエ)は， 3+5=8Ccm)だから，直後は，

です。よって，口=26-16= 10Ccm) 

を中心とする

8 x 2 = 16 Ccm) 

4、4A-4 

(1)① 野球のぼうは6目もリです。たてのじくは 12人を6目もりで表してい

るから， 1目もりは， 12-:-6=2C人)です。

②サッカーは 18人ラグビーは5人だから， 18-5=13C人)

*1日もりの半分は i人て ちがL、は6百もリ半だから， 13人

(2)① 下の表のアにあてはまる数て" 24-8-7=9Cさつ)

五十¥ご |月 2月 3丹 合計

物語 8 ア 7 24 

伝記 8 3 ら イ

科学 6 ウ エ 17 
社会 3 コナ 力 9 

合計 キ 18 ク ケ

② 上の表のクにあてはまる数を求めます。

=8+3+5= 16，ケェ24+イ+17十9=24十 16十 17+9=66

=8+8+6+3=25 ク=ケーキ-18ニ66 25-18=23Cさつ)
か

③ 3月に貸し出された社会の本は上の表の力， 2月と3月に貸し出され

た科学の本は，それぞれ表のウ，工にあてはまリます。

3月について， 工+カェ23-7-5=1iであること，問題の⑦よリ，
織

力は7，5，工の3つの数よリ小さいことから，tJは， 0， 1， 2， 3， 4 

のどれかです。※下線部ゅより，カェ4のときエェ7，力=3のときエ 8， で，ヱはカより

• 大きくなり，⑦にあてはまることがわかります。

社会の本について オ+力=9-3=6であること，問題の④より，力
' 襲撃

は3，オの2つの数よリ大きいことから，力は， 4， 5， 6のどれかです。

※下線部臨より，力=4のときオ=2，力=5のときオヱ 1，力=6のときオェOて:カはオより大き

くなり，④にあてはまることがわかります。

どちらにもあてはまるのは4だから，カは4です。

よって，表の工は， II tJ= 11-4=7，ウは，

17-6 エニ 17-6-7ニ4となるから，ウと工のちがL吋ま，

7-4=3Cさつ)です。
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(1) 

27 22 20 

(書義1) 

(ひ2) 

がLつ

ぬ な
29 

、、三J号
お お((表記漢申て1411「) ) 

~λ 16 14 11 

(害長3) 

(4) (2) 
可タ不ト

(漢字41 l ) ) 
行き

ぬ
きれ34 

び
三号

(書会7) 

す
ま ひ

せ て ら タト

る カミ 不可--:> 

てん
す な

ぬ を三号
た ど 問わ

な
L、
'-ノ

‘・
26 24 12 10 

(5) (事lJ例) i桜の精を、おどろかせないようにするため。」 ((完答各41 ) ) 

(別例) i桜の花のかげがびっくリしないようにするため。」

(別例) i女の子が、おどろかないようにするため。J

. iひ、っくりさせない・おどろかせない・びっくりしない・おどろかない(ようにするため)J に

漢叫ナ{ あたる内容がないものはO点。

. i花かげちゃん・花かげ・桜の精・桜の花のかげ・女の子」にあたることばがないものは… 2点。

可タ不ト
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漢
字
の
読
み
書
き

困
問
じ
読
み
方
を
す
る
漢
字

川
「
早
い
」
は
、
時
こ
く
や
時
期
@
年
月
が
前
、
で
あ
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。
「
速
い
」
は
、

時
間
が
か
か
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
す
。

同
「
開
け
る
」
は
、
戸
a

ま
ど
@
ふ
た
な
ど
を
ひ
ら
く
こ
と
で
す
。
勺
明
け
る
」
は
、
あ
る
期
間
が
終
わ
る
こ
と

て
す
。

固
反
対
の
意
味
を
持
つ
漢
字

川
は
、
「
勝
つ
」
と
「
負
け
る
」
で
「
勝
負
」
と
い
う
じ
ゅ
く
語
が
あ
リ
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
、
凶
の
「
長

け
い
ち
ょ
う

い
」
「
短
い
」
、
、
て
「
長
短
」
、
同
の
「
軽
い
」
「
重
い
」
、
、
て
「
軽
重
」
と
い
う
じ
ゅ
く
語
が
あ
り
ま
す
。
同
は
、
気

あ

っ

つ

め

温
の
「
暑
い
」
の
反
対
は
「
寒
い
」
、
、
て
す
。
「
熱
い
」
の
場
合
は
、
反
対
は
「
冷
た
い
」
に
な
リ
ま
す
。

一

4
一
「
て
に
を
拡
」

1
1
1
1

な
い
よ
う

文
全
体
を
読
ん
で
、
前
後
の
内
容
が
つ
な
が
る
こ
と
ば
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。
円

l
uの
直
前
と
直
後
の
こ
と

ば
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
文
全
体
で
意
味
が
通
っ
て
い
る
か
を
た
し
か
め
ま
す
。

こ
お
う

呼
応
す
る
こ
と
、
ば

あ
と
に
つ
づ
く
部
分
の
、
言
い
方
に
注
意
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
ば
を
え
ら
び
ま
し
ょ
う
。
川
は
「
ど
う
し
て

く
・
ノ
か
」
、
同
は
「
き
っ
と
ー
だ
ろ
う
へ
川
は
「
け
っ
し
て
ー
な
い
」
と
い
う
こ
と
ば
の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
同
は
、
あ
と
が
「

5
た
ら
」
と
い
う
形
の
、
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
を
話
題
に
す
る
こ
と
ば
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
「
も
し
」
が
む
す
び
つ
き
ま
す
。

ぷ
ん
ま
つ
ひ
ょ
う
げ
ん

文
末
表
現

「
ま
す
」
や
「
、
、
て
す
」
を
文
末
に
用
い
る
こ
と
で
、
て
い
ね
い
に
表
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
ま
し
ょ
っ
つ
)
」

の
よ
う
に
、
「
ま
す
」
「
、
て
す
」
の
形
が
か
わ
る
こ
と
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
「
ま
す
」
は
、
打
ち
消
し

く
わ

の
意
味
が
加
わ
る
と
「
ま
せ
(
ん
ど
と
い
う
形
に
な
る
こ
と
に
も
気
を
つ
け
ま
す
。

物
語
(
安
藤
藍
子
「
緑
の
ス
キ
ッ
プ
」
〈
「
き
つ
ね
の
窓
』
所
収
〉
よ
り
)

ば
ん
べ
い

川
「
み
み
ず
く
は
番
兵
で
し
た

i
毎
夜
毎
夜
、
見
は
り
を
し
て
い
る
の
で
し
た
」
と
あ
り
ま
す
。

手
勺

凶
み
み
ず
く
が
、
J
必
は
、
け
っ
し
て
散
ら
す
も
ん
か
」
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。

ひ
ょ
う
げ
ん

同
「
ま
る
で

i
ょ
う
(
だ
ど
と
い
、
7
形
の
た
と
え
の
表
現
や
、

J
佑
の
歌
声
」
と
、
人
、
て
な
い
も
の
を
人
の
よ

う
に
た
と
え
る
表
現
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

川
内
①
花
か
げ
ち
ゃ
ん
は
、
「
う
す
い
さ
く
ら
色
の
着
物
を
い
く
枚
も
か
さ
ね
て
き
て
い
ま
し
た
」
と
あ
る
の
で
、

工
が
、
七
さ
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

②
み
み
ず
く
は
、
「
す
っ
か
り
う
れ
し
く
な
っ
て
」
い
ま
す
。

川
川
「
花
が
散
っ
た
ら
、
消
え
て
し
ま
う
の
よ
」
と
い
う
花
か
げ
ち
ゃ
ん
の
、
言
葉
に
着
目
し
ま
す
。
み
み
ず
く
は
、

そ
ん
な
花
か
げ
ち
ゃ
ん
の
「
番
兵
」
と
し
て
、
「
患
者
が
し
の
び
こ
ん
で
、
あ
の
子
(
日
花
か
げ
ち
ゃ
ん
)
を

苦
せ
っ

さ
ら
っ
て
行
か
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
、
花
の
季
蔀
が
け
っ
し
て
終
わ
ら
な
い
よ
う
に
」
番
を
し
て
い
ま
す
。

み
み
ず
く
が
、
花
か
げ
ち
ゃ
ん
が
消
え
て
し
ま
う
の
を
ふ
せ
「
た
め
に
は
、
桜
の
花
を
散
ら
せ
て
は
い
け
な

い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

岡
本
文
の
は
じ
め
の
段
う
に
あ
る
、
「
す
ぐ
に
と
び
か
か
る
つ

ば
し
も
、
よ
く
み
が
い
て
い
ま
し
た
」
に
着
自
し
ま
し
ょ
う
。

同
ア
「
毎
日
花
か
げ
ち
ゃ
ん
と
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
へ

ウ
は

ス
ピ
ー
ド
が
あ
っ
て

小4A-4 

し
た
。
そ
の
た
め
に

つ
め
も
、

ノ
¥
や
り

「
ひ
と
リ
じ
め
す
る
た
め
に
j
た
た
か
っ
た
」

ゃ
ん
に
た
の
ま

て
、
桜
が
さ
い
て
い

が
、
そ
れ
、
ぞ

¥ ¥ 


